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研究成果の概要（和文）：言語的な表現が確定していない検索対象を音声で検索する方法を開発することを目的として
研究を進めた。音声認識により得られる音素列とその未知語処理による登録表現との類似度、及び音声認識において使
用していない大局的音響特徴による登録表現との類似度を併用する検索法を提案した。この方法を、コミュニケーショ
ンシステムの１つであるLINEにおいて雰囲気や感情を伝えるために用いられるスタンプの音声検索において検証した。
類似度の値に応じて条件分岐を行う方法、および、二種の類似度を同時に用いて判断する方法を開発し、後者の方が高
い性能が得られることを示した。開発した方法は擬音語による効果音検索においても検証を行った。

研究成果の概要（英文）：The objective of this research was the development of voice search methods for 
items which have no fixed linguistic expressions. Two methods were developed. One was the method using 
Out-Of-Vocabulary processing using phone sequences obtained by speech recognition. The other was the 
method using super-segmental acoustic features which were not used in speech recognition. The methods 
were evaluated on the retrieval "STAMPs" for "LINE" communication. Decision-based methods and similarity 
measure-based method were compared. The latter method outperformed the former method. The search method 
was also evaluated on sound-effect retrieval using onomatopoeic voice input.

研究分野： 音声情報処理・マルチモーダルインタフェース
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１．研究開始当初の背景 
2011 年の時点で、音声データを自動音声認識
でテキストに変換して検索する「音声ドキュ
メント検索」の研究が盛んになりつつあった。
音声や映像データが大量にインターネット
上やコンピュータ内部に存在するようにな
ったからである。研究代表者は 2009 年度か
ら情報処理学会音声言語情報処理研究会音
声ドキュメント処理ワーキンググループ主
査を務め、この分野の研究活性化を図ってい
た。国際会議 Interspeech2010 においては研
究代表者をオーガナイザの一人とする音声
ドキュメント検索に関するスペシャルセッ
ションが開催された。また、国立情報学研究
所の主催する NTCIR ワークショップに上記
ワーキンググループから SpokenDoc という
検索タスクを提案して採択となった。 
音声ドキュメント検索の対象は音声データ
であったが、今後さまざまなものが検索対象
になると考えられた。デザインツールなどで
多くの種類がある基本図形や図柄パタン・図
案などの画像を、一覧表から視覚的に探すこ
となく、直接音声で検索できれば便利である
と考えた。 
ところが、音声入力による図柄パタン検索を
試みた結果、検索クエリには音声認識辞書に
ない即ち未知語の擬態語が数多く現れるこ
とがわかった。これらの未知語は誤認識され
るが、誤認識結果の部分音素列を用いて最も
類似した、正解のわかっている既知クエリを
推定する方法を提案し、ある程度の推定精度
が得られた。しかし、検索クエリには新造語
を含めて様々な擬態語・擬音語が発声される
ことが多く、根本的な対策が必要であること
がわかった。 
すなわち、音声入力による図柄パタン検索に
は問題が２つ存在する。 
(１) 図柄パタンは音声と異なり、テキスト
との一対一対応がなく、様々に表現され得る。 
(２) 検索クエリには自動音声認識にとって
未知語の擬態語が頻出する。 
ここで、擬態語はそもそも音声・言語で対象
を疑似的に表現しようとする試みであり、そ
の音響特徴と図柄パタンの形状の特徴には
関連があるはずであるとの考えから、擬態語
が正しく音声認識できなくても、擬態語の音
響特徴から直接検索対象を検索できるので
はないかという着想に至った。 
一方、研究代表者はこれまでに、ベクトル空
間法による気象情報案内・効果音検索を提案
してきた。これらの方法では音声ドキュメン
ト検索のように一旦テキストに変換して検
索するのではなく、特徴ベクトルの類似度で
検索する。特徴パラメータの類似度を用いる
方法では特徴パラメータに元データの情報
が残存しているため、不明瞭な特徴に対する
検索上の頑健性があることに気付いた。 
以上の考察に基づき、複数種類の音響特徴を
併用する擬態語・擬音語音声入力による検索
法を研究することとした。 

 
２．研究の目的 
図柄パタンは多種多様で一覧表から視覚的
に探すのは非常に時間を要する作業である。
これを音声で検索できれば便利である。とこ
ろが、図柄パタンを検索しようとすると人は
検索クエリとして「ギザギザ」などの擬態語
を発声することが多い。その多くは自動音声
認識にとって辞書にない未知語であるため、
その根本的な対策が必要である。 
本研究では、擬態語の音響特徴が図柄パタン
の形状の特徴と関連があることに注目した。
本研究では擬態語音声で与えられる検索ク
エリから所望の図柄パタンを検索するため
の方法を研究開発することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
音声クエリによる図柄パタンの検索につい
て、大きく分けて次の２系統で研究を進めた。
１つは音声認識の音響処理結果を利用して、
未知語の擬態語音声クエリに類似した既知
クエリを推定して検索する方式である。もう
１つは音声認識と同時に、別の音響特徴抽出
を行い、直接検索対象を推定する方式である。
なお、擬態語のみでなく、擬音語まで拡張し、
効果音検索への応用も同時に研究した。 
具体的研究課題は以下の５つであった。 
(1)擬態語・擬音語による未知語音声クエリ
の音響特徴からの既知語クエリの推定法 
(2)音声クエリの擬態語・擬音語と図柄パタ
ン・効果音に共通な特徴パラメータの導出 
(3)特徴パラメータ間の類似度、及び、正解
判定のための類似度閾値の設定 
(4)擬態語・擬音語の未知語に対して音響特
徴抽出と連携動作する音声認識の音響・言語
処理法 
(5)音声対話型で再検索機能のある図柄パタ
ン検索システムの構成法 
 
 
４．研究成果 
(1) 初年度においては、主にデータベース収
集を行った。パタンとその擬音語・擬態語の
音声表現の組を収集分類整理した。 
(2) また、音声による複雑な検索要求が現れ
ることを想定し、音声検索における ANDの条
件の言い回しを分析した。その結果、「と」
あるいは単なる空白などの比較的簡単な表
現が用いられることが分かった。 
(3) 次年度においては、音声認識によって得
られる音素列を用いて登録してある擬音
語・擬態語との類似性を音素間の類似度を定
義することにより求める方式と音声認識に
おいて使用していない大局的音響特徴によ
る類似度を使い分けることによるパタン検
索法を提案した。この方法は閾値による条件
判断の組み合わせにより検索結果を求める
方法である。この方法を、コミュニケーショ
ンシステムの LINE で雰囲気や感情を伝える
ために用いられるスタンプの音声検索にお



いて検証した。51 種類の擬態語・擬音語を分
析した結果、45種類は音声認識により得られ
る音素列情報を用いて、6 種類は音響特徴を
用いて検索できることがわかった。 
(4) また、音素列検索を用いる擬音語・擬態
語音声による検索法を効果音検索に応用し
たシステムを作成した。擬音語音声入力によ
る効果音検索実験を行った結果、67%の精度
で意図に合った効果音を検索できた。 
(5) この他、音声検索の研究の一環として、
音声指示による演奏スタイルを制御するシ
ンセサイザの研究も行った。「雄大に」とい
う指示では 5段階評価で 4.3の高い評価が得
られた。 
(6) 最終年度においては、主として LINE の
スタンプの音声検索を課題として、擬音語・
擬態語によるスタンプ検索における検索性
能向上の研究を行った。音素認識結果による
類似度と大局的音響特徴分析による類似度
をベクトル空間法において同時使用するこ
とにより、スタンプ選択性能を向上させるこ
とができた。この方法により、論理判断によ
る方法で 68%であった正答率を 95%にまで向
上できた。 
同時に、LINE において２ユーザが双方とも音
声入力により対話する状況を想定し、音声認
識を用いて対話歴を、また、音声検索を用い
てスタンプを表示するシステムを作成した。 
(7) この他、感性表現による楽器音と和音の
検索を目的として、楽器音の音色と和音の組
み合わせによる感情情報表現の研究を行っ
た。特定の楽器と和音の組み合わせにより、
「明るい」、「激しい」などの感情を強く表現
できることが分かった。 
(8) さらに、視覚的イメージと楽曲のイメー
ジの類似性を検討するため、コンサートポス
ターのデザイン提案システムを作成した。楽
曲のイメージ、ポスター全体のイメージとも、
60%以上が背景に用いる画像に関係するとい
う結果となった。 
(10) 一連の研究を通じて、擬態語・擬音語
を用いた検索における個人性の吸収には、複
数の特徴の同時並行処理が必要であること
が分かった。 
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